
 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間 と 日課表 

校長 神林康之 

 本来、１時間分の授業であるはずの「総合的な学習の時間」を左近山中学校では、運用の工夫で

１０分間の朝総合を週５日実施し、１時間分の授業としてきました。 

来年度から、本来のあるべき姿に戻します。朝総合を無くして、金曜日の６時間目に５０分間の

「総合的な学習の時間」を設定します。朝総合廃止に伴い、毎日の日課表は次のようになります。 

 

 朝の学活は、５分間から１０分間と余裕をもたせます。余時間は、ぜひとも習慣づいた読書を。 

 教室の移動時間や体育の着替え時間などを考え、朝学活後は１校時まで１０分間の時間を確保。 

 この朝の動きによって、１校時の始まりや、昼食の開始時間は、今年度より５分早くなります。 

 金曜６校時に設定される「総合的な学習の時間」は課題探究学習です。詳しくは新年度に生徒の

皆さんに説明しますが、例えば、「自分たちの住む地域」のことを、多角的な視点で（通常の教科

学習の他、校外学習や職業講話・職業体験と絡めながら）探究し、学んでいこう、という授業の 

時間です。有意義な時間となるよう、前向きに取り組んでいきましょう。よろしくお願いします。 
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 １月１４日～１６日、赤学年は『Red go!!～最高に楽しいスキー教室を～』をスローガンに、長野

県白樺湖へスキー教室に行ってきました。雪が少ないことが心配されていましたが、前日に雪が降り、

３日間恵まれた環境でスキーや雪遊びを楽しみました。宿舎では、実行委員の指揮のもと学年レクが行

われ、仲間との関係を深めることができました。この経験を今後に生かしていってほしいです。  

                                       （１学年職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月１９日、横浜市個別支援学級合同学芸会が、４年ぶりに西公会堂で開催されました。今年度は規模

を拡大し、旭区だけではなく、他区の中学校も参加し、多くの生徒や保護者の方の前で発表しました。 

当日、午前中は他校の発表を楽しく鑑賞し、昼食を済ませると、簡単にリハーサルを行いました。この

辺りから徐々に緊張し始め、待機場所に移動するころには最高潮を迎えていました。しかし、実際に発表

となると、表情も明るくなり、堂々とした姿に変わっていました。それは、日々の練習の積み重ねから得

られた自信からくるものでした。 

本当に、毎日繰り返し練習を行いました。覚えられず悔し泣きをする子、タイミングに苦しみ自主練

する子、友達のパートまで覚えて助けてあげる子、みんな自分ができることを必死に頑張りました。今

年度もたくさんの行事に参加することができ、それらの経験から様々なことを学びました。担任として

とても誇らしく思います。日々成長を見せてくれる子どもたちと、残り僅かになってしまった時間を大

切に過ごしていきたいと思います。                       （個別級担任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


